


事業名 ：秋田ブロック大会in秋田を終えて
総務広報委員会/佐々木 毅

【本文】
7月8日(土)に秋田市のアトリオンにて行われた第53回秋田ブ

ロック大会in秋田が秋田の地で開催されました。「咲き誇れ8つの

華～結の精神溢れる未来のために～」をスローガンに開催された

秋田ブロック大会に、多くのメンバーで参加いたしました。メイ

ンフォーラムでは、「1000年前から秋田美人～変わらない秘密、

やっぱ、奇麗になるには秋田しかかたん！！」をテーマに2部構成

にて対談・企画が行われました。

褒賞審査アワードでは、昨年度実施された各青年会議所の事業

が発表され、各地の運動を共有し、新たな気づきを得る場となり

ました。

秋田ブロック大会に参加したメンバー一人ひとりにとって、LOM

の枠を越えた学びや交流があり、気づきと絆を深めることができ

た二日間になったものと確信しております。気持ちを新たに今後

の活動・運動に活かしていただけければ幸いです。

結びとなりますが、週末の開催にもかかわらず多数のメンバー

の貴重なお時間をいただいて、ご参加、ご協力を賜りましたこと

に、この場をお借りして心より厚く御礼申し上げます。



7月例会を終えて
事務財政局/工藤 潤平

【本 文】
7月14日(金)にANAクラウンプラザホテル秋田にて７月例会を開催させて

いただきました。

本例会では過去これまで行ってきましたブロック大会当日の開催とは別

に、新メンバーを含む現役会員の皆さんに改めて今年度活動の理解と協力

をお願いすると共に、JCI秋田として、この先も続いていく活動・運動に邁

進できるようメンバーの結束を高めることを目的とした例会を開催させて

いただきました。

次第には、新入会員へのバッジ授与の他、委員会活動報告では、各委員

長から上期に行ってきた活動を写真付きのスライド資料で説明していただ

いた他に、下期に開催予定の活動予定をお話していただくことで、中々交

流が少ない他の委員会の活動内容を事前に把握することができ、この後の

例会等に多くのメンバーに参加していただくPRにも繋がったのではないか

と思います。何れにしてもメンバーの各事業や例会へのご理解とご協力が

必要であることは確かでありますので、多くのメンバーが集まって結束を

高める場を今後も大切な機会として捉え、今年度、各委員会が控えている

例会や事業がより多くのメンバーに参加いただけることを切にお願い申し

上げ、7月例会の事業報告とさせていただきます。



8月例会を終えて
会員拡大委員会/阿部 耕平

【本 文】
8月24日（木）にぎわい交流館AUにて、8月例会「入会候補者の気持ちに寄

り添う拡大手法を学ぼう」を開催致しました。8月例会では、メンバーがグ
ループワークやロールプレイングを通じて、会員拡大に対するより実践的な
コミュニケーションスキルを学びました。
グループワークでは、様々なパターンの入会候補者を想定し、それぞれに

設定された事前情報をもとに、入会に向けてどのようなアプローチがより効
果的かメンバーで話し合いました。その後のロールプレイングではグループ
ごとに考えた想定をもとに、メンバーそれぞれが入会候補者役に対して独自
のアプローチを実践しており、見ているメンバーも参考になる点、改善点を
見つけることで、拡大手法について多くの学びを得ることができました。
特にロールプレイングのなかで、青年会議所への入会前と後で自分にどう

いった成長があったかを実体験を交えて話してくれたメンバーがおり、この
アプローチは入会に対する意欲を掻き立ててくれるようなとても素晴らしい
アプローチだと思いました。
本例会を通して、今後もメンバー全員で会員拡大を実践していくために多

くの学びや発見があり、大変有意義なものとなりました。
そして、青年会議所メンバーそれぞれが主体性をもって会員拡大に取り組

み、少しずつでも拡大運動を実践することができれば確実に新入会員は増え
ていくと強く感じました。
結びになりますが、今回ご参加頂いた皆様におかれましては心より感謝申

し上げます。


